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( 1 ) 与 式 = 4 -8
= 出

(2) 与 式 = 10 × ( - )
= -
～

(3) 与式 = 4 - 6
= - 2
mm

(4 ) 与 式 = 3Ʃ + 2B

= 52
m

( 5 ) 与 式 = 2a × 9 az
.

= 18 a 3
m

( 6) 与 式 = 2x t 10 y + 3x - 3 y
= 5 x t 7 Ymuun

[2 ]

( 1 )
3

: 8 = x = : 40

8x = 120

x凸

(2 )

ア : - 5 は 整数
イ : √β は 無理数①



ウ : √9 = 3 より 整数
ェ : □ は 無理数 でない

オ : まは 有理数
以 上 より 答 えは …

(3) 83 a ← 102 b ≤ 740 より 点
740 円未満 なら

83 a + 102 b < 7世

( 4 )

AB に対 する 円周角 は

等 しいので

。 LADB = 300

三角形 の 外角 の 定理
～～

π
xty

) Y へ

より

x t 30
"

= 800

∴ x = 5～

(5 ) 与 式 = ( 2x )
"

+ 2 × 2xxy t y
2

= 4 x
←
4 xy tyumm

( 6 ) 与 式 = (x + 6 )(x - )
m～



(7 ) 解 の 公式 より

- 3 ± √ 32 - 4 × 1 × 1

x=
2× 1

- 3 ±√ 5
ニ

2
mm

(8 ) 6000 × 1
.

08 = 6480 円 。
よって 点

(別解 )

6000 円 の 消費税 8 % は

6000 × 0
. 08 = 480 円

よって 支払 う金額 は税込みで
6000 + 480 = 6480 円

( 9 )

ハ

中央値

中央値 =

7⑪ - " = 8 皿
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問 1

( 1 回目
,
2 回目 ) = (赤 1 . 白

い
(赤 2

.
白 2 )

,

(赤 3
.

白 3 )
、

( 白 ( 赤 い ( 白 2
,
赤 2)

.
(白 3

.
赤 3 )

の 6通り
以



問 22

1 回目 の 玉 の 取り 出 し方 は 6 通り 2 回目 の玉 の

取 り 出 し 方 は 6通 り 。よって 玉の 取 り 出 し 方
は

全部 で 6 × 6 = 36 通り
mm

最後 に 2 となるのは

( ; ) 白玉 の 数 と 赤玉 の 数 の 差 が 2

⇒ ( 1 回目 2回目 ) = ( 白 3. 赤
)

(赤 , 白 3 )
の 2 通り
m

( i 「 ) 1 回 目 に 白王 . 2 が 出 て

2 回目 も 白玉 2が

出 る ⇒ 1 通り
m

より 2 t 1 = 3 通り
～

よって 求 める確率 は

音 = 患
問 3

点 P が 一 5 にるとき

( 1回目 2回目 ) = (赤 2
.
赤 3 )

.
(赤 3

.
赤 2 )

の 2通 り
m

よって 点 P が一4 以 上 にるときは

36通り 2 通 り = 34 通 り
。

ゆえに 求 める確率 は
( 1回目

,
2回目 )

= (赤 3 , 赤 3 ) は
34 凸
36 18
m × 規則 の 3 つ 目 により

点 P は 一 3 にいる

点 P が 一 6 以下 にいることはない
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問 1 ⑨

D
A ⑦

杏

B C

AD = BC より 点 A を 中心 として 半径 BC の 円 を。

描 くとこの 円周 上 は 全 て BC と 長さが 等 しい
。 AB = DC より 点 を 中心 として半径 の 円AB

描 くとこの 円周 上 は 全てと 長 さが 等いAB

よって 答えは

問 2

A
線分 PQ の 垂直 =等分線

T E AB の 交点 が T である
。

0

B C

P
す

Q
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問 1

42 = 16
,
3= 9 より①②

42 t 32 = 16 + 9
= 25

m 7 n なので m =4 . n =
3 ②

③ ma - ne = (men )( m - n ) なので

m
-

ne
=

8 は ( men ) (m- n ) = 42 mm

に 変形 できる

( m t n )(m - n ) = 4 × 2 より⑨
.

⑤

{ mtn = 4

m - n =

2 *( m tn ) ×(m -
n ) 4
→⑩ na

2

① +② より

2m = 6 : m = 3

① - ② より
～

～

2 n = 2 1:

問 2

24 = 23 × 8 であり (m en ) > ( m - n ) であるから
( ; ) ( m + n )(m - n ) = 24 × 1

( ii ) (m th )(m - n ) = 12 × 2

( iii ) (m + n ) ( m - n ) = 6 × 4

の 3 通 りが考 えられる



( : ) mtn = 24

m -n
2m = 25 : m =

望

m は 自然数 なので
,
m =望 は 不適

( ii ) mtn = 12

m - n = 2)t

2m = 14 ∴ m = 77

て t り = 12 ∴ n = 5

(iii ) mt n = 6

m - n=
2m = 10 :

. m = 5

5 = 6th ∴ n = 1

以 上 より m が 最 大 となるのは m = 7 であり

そのときの n は n = 5
.

: m = 7
.
n = 5

mmmm
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問 1 表 2 より 49 枚 までは1枚 あたり 1500 円 なので

30枚注 したときの 料金 は文
30 × 1500 = 45 日0mmmm

問 2 . 表 (より初期 費 用5000 かかり 1枚あたり0円

500 円 なので x枚注文 したときの料金 は 田 は

Y = 500 x + 50
～～～

o



問 3

↓
B店 のグラフ

"

“
A 店 のグラフ

C

B 店 が A 店 より 安くなるのは

0
B 店 のグラフが A 店 のグラフ

より 下 にあるときである
。

A 店 と B店 のグラフの 交点 をとすると 交点 より 少 なりC

枚数 のとき B 店 の ÷ が 江s ψ∴

グラフより 、交点 C は50 ≤ x 100 である 。
このときの

B店 の 料金 は 表 2 より 1 枚 あたり 1200 円 で

初期費用 はかからないので

Y = 1200 x

一方
,

A 店 は 問 2 より Y = 500xt 50000 なので

{ y = 500 x + 50000 ー①

Y = 1200 x ー②

① を ② に 代入 して

500 x t 50000 = 1200 x

7 oox = 5 0000

x = 71 . 4
…

x は 整数 なので , 71 枚以下 であれば B店 の 方が
～

A店 より 安 い
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問 1 点 B は Y = ax 上 にあり x = 4
.
y = 16 なので

16 = ax 42

: . aHmm

問 2

Y の変域 y = 土 x で x = 4 のとき
…× Y = I × 42ん

v = 上 × 16

0
= 8

入 xn変域よ 。 て O ≤ Y 8
～

問 3 . y =ax におて x が p から q まで 変化 するときの

変化 の 割合 は a ( p + q) で 表 される
～

Y = ax
'

において x が 一 2 から 4 まで 変化するときの

変化の割合
a (- 2 +4 ) = 2～

問 4
. (4 , 16a ) 点 A は Y = ax ' 上 にあり

x = - 2 なので
(- 2,4a

).

C Y = ax (-2) 2

= 4 a

∴ . A ( -2
.
4 a )



点 B は Y = ax
上
にありx = 4 なので

Y - A × 42

= 16 a

: B ( 4
,
16 a )

直線 AB と Y 軸 の 交点 を C とする 。

L OAB = LOAC T OOBC

ここで 直線 AB の 式 を Y = mxtn とおくと 1次関数
では 傾き = 変化 の 割合 なので

B (4, 16a )

Y の 増加量 只
M =

x の増加量 12a

16a - 4 a 0
〉

= A 6

4 - (-2 ) (、2 .4a )

=

= 2 a

よって Y = 2ax tn で A (- 2 .

4 a ) を 通 るので

4a = 2a × (- 2) th ⇒ n = 8a

よて 直線 AB は Y = 2 ax ← 8 aでC は 切今 なので

C ( 0
,

8 a )

以 上 より σ O AB の 面積 は

OAB = O 0 ACT O OBC

= 上 xfax -I × 8a × 4

= 8a + 16 a

= 24 a



これが 84 となれば 良 いので
24 a = 84

然
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問 1

⑧

①

PQ 11 BR より

錯角 が
等いので 、 C QPR=∠ 一

① 同位角 が 等 ので ∠PRR =LBRCBRP
- RSBRP =BRC-≈仮定 より

①
.
②
. ③ より

∠ QPR = LPQR

OPQR で 2 つの 内角 が 等 しので =等辺三角形 。

よ

PR = QR : ∴ QR = 2cmmm

問 2



OAPQ EOABR において
∠ A は 共通 ー①
m

平行線 の 同位角 は 等 しから
m

∠ AQP = LARB ー②

①
②
より 2 組の 角 がそれぞれ等mmmm
.

OAPR S OABR (証明終わり )

問 3

」
ユ 一

ー③455
③ー邰

問 2 より 対応 する 辺 の 比 は 等 しから
AR : AR = AP : AB

問 より Q R = 2 cm なので AR = 3 + 2 = 5 cm

よって

3 : 5 = AP : ABL

したがって

AB : PB = 57
m～

問 4.

」
ユこ



OPRQ = 上 × 2 × 2

= 2

となるので PR を 底面 とすると 高 さは QR になるる
⇒ PRIQR

OAPR = 1 × 2 × 5 = 5 cm より

OAPQ = LAPR - GPRQN
= 5 - 2

= 3 cm
～

問 2 より OAPQ ∞ OA R でB あり 相似比は

AP : AB = 3 : 5
～

相似な 三角形 の 面積比は 相似比 の 2乗 に等 しい

ので

OAPQ :OABR = 3 :
5

= 9 : 25

よって

9 × OABR = 3 × 25

OABR =

降

= 望
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問 1

球 の 表面積 = 4 π × (半径 )
:

= 4 π × 32

= 36 π ～

問 2

球 の体積 = ⑤ π× (半径) 3
= ⑤ π x 33

36 π cm
3

mm

問 3
円柱 B の 底面積 = π × 32 = 9 π m

2円柱 B の 側面積 = 6 π × 6 = 36 π cm
m

6 cm側面積
^

T6
Tπ

3*
3、2

×π
= 6π

円 柱 B の 体積 =9 π × 6 = 54π
～ m

底面積 高 さ



ア : 球 A の表面積 = 36 π mm

円柱 B の 底面積 の 2倍 = 9 π× 2 = 18π cm～

よって 誤 り

イ : 球 A の表面積 = 36 πmm
円柱 B の 面積 = cm側 3π

～

よって 正 しい

ら : 球 A の 体積 = 36 π cm
3

～m

円柱 B の体積 の 子 = 54π× B = 18π cm
～

よって 誤 り
、

ェ : 球 A の 体積 = 36 π cm
3

～m

円柱 B の体積 の = 54π× =π上 27
よって 誤

り

よって 答 えは ≤

問 4
円 す C の 高 さを h cm とする

。

底面 が 円柱 B の 底面 と合同 なので 円 す C の

体積はは

話 × 3 x π th = 3 π h
m ～

底面積 高 さ

これが 球 A の 体積 ( 36π cm) と等 しいので

3 π h = 36 π

h = 12 よって 12 cm
～
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問 1

③ A
: 2 を 足す5

B:
2を引

く 3
. 2倍する

6

はじめの数
よて答 えは 点

問 2

β.
D : 2乗 する x C : 2倍 する

2x A : 2 を足す
2x + 2

はじめの数
よて 答 えは 2 x+ 2 mm

問 3

①.A : 2を足す
x+2

c : 2倍 する
2 (x+2)

D : 2乗する
{2 (x+2 ) }

:

はじめの数 = 41xt2～
～

∞D
: 2 乗するx ≥ C : 2倍 する

2xA
: 2 を足す

2x + 2
～

はじめの数

よって

4 (x + 2 )
≥
= 2x + 2

4 (x 2 +4 x +4 ) = 2x + 2

4x 16x + 16- 2x- 2 = 0

2x + 16 x + 14 = 0
2 両辺 ÷ 2

x
+

8 xt 17 = 0



(x t )(xt ) =071

: . x =
-
7
.w

問 4
2 乗 が 数 を 最 も 大 きくするので D は 一番最後 。

また 負 の 数 を 2 乗 すると 正 になるので D より

前 の 数 はできるだけ 小 さ 数 にする

A
.
B
.
C の 中 で 負 の 数 を最 も 小 さくできるのは

C なので D の 10 前 は CC

A .B の 中 で 負 の 数 を 最 も 小 さくできるのは B なので

C の 1 に 前 は B
.

よて

B
,
C
.
D の 順
～

(参考 )

① 43 ～6
c 2 倍 する

-12 D
: 2 乗する[

12 )
:

はじめの数 = 144
～


